
「廠窖（しょうこう）事件」（中国）を 

ご存じですか？ 
 

 神戸・南京をむすぶ会は今夏、南京と湖南省の廠窖、常徳、

長沙を訪ねました。廠窖は、侵攻した日本軍が１９４３年５月

９日～１１日の３日間に３万人を虐殺した事件として知られて

います。中国では南京大虐殺（1937年12月）以外にも、「中

南京」「小南京」と言われる虐殺事件が各地で起きています。

常徳は、日本軍が７３１部隊などの作られたペスト菌を散布し

多大な被害をもたらしましたが、現地でその幸存者（生存者）、

裁判支援者からお話を伺いました。 

 廠窖には、２０１４年日本中国友好協会が訪問し、同兵庫連合会事務局長の上田雅美さんが参加して

います。今年１２月の南京集会は、「廠窖事件」をテーマとして、以下のとおり＜「廠窖事件」をご存

知ですか？＞をテーマに開きます。ふるってご参加ください。 

 

（※『南京・廠窖・常徳フィールドワークノート』（神戸・南京をむすぶ会、2018.8、A4、181頁、

800円、送料164円）の在庫があります。ご希望の方はご連絡ください。） 

 

● 

 

＜日時＞２０１８年１２月３日（月）午後６時３０分 

 

＜会場＞神戸学生青年センターホール TEL 078-851-2760 
    （阪急六甲下車徒歩３分、ＪＲ六甲道下車徒歩１０分） 

 

＜講演＞ 

 

＊①「廠窖事件」の現場を訪ねて 上田雅美（日本中国友好協会兵庫連合会事務局長） 

＊②「廠窖事件」と日本の中国侵略 宮内陽子（神戸・南京をむすぶ会代表） 

 

コメント 

＊田所明治 
（日本中国友好協会兵庫連合会、『金曜日』2015.4.10に「「廠窖事件」を知っているか？」を執筆） 

 

＜参加費＞１０００円 

 

＜主催＞神戸・南京をむすぶ会 
  代表・宮内陽子、 

  副代表・林伯耀・門永秀次、 

  事務局長・飛田雄一 

 〒657-0064 神戸市灘区山田町3-1-1 神戸学生青年センター内 

 TEL 078-851-2760 FAX 078-821-5878 

 ホームページ http://ksyc.jp/ e-mail hida@ksyc.jp 


